主 旋 
暗 有 R M 記 


全体 的 に レベ ル が 高く 、 非 常に 興味 を そそ られ る 作品 が 多かっ 
た で す 。 例 年 に 比べ て SF が 多く 、 み な さん よく 頑張 っ て 描い て 
き て くだ さっ た な … と 。 た だ SF や ファ ンタ ジー に 必要 な 「 絵 の 
説得 力 」 が な い 作品 が いく つか 見 受け られ まし た 。 常 に ^ モ ノ を 
よく 見 る 、 こ と を 意識 する と いい と 思い ます 。 コ ッ プ ひと つ に し 
て も 、 一 方 向 か ら で は な く 、 回 し て 全体 を 観察 し て みる 。 な ぜ そ 
うな っ て いる の か を 考え る と 構造 が 理解 で き 、 絵 に も 説得 力 が 
出 て きま す 。 今回 大 覚 に な っ た 「 フ ィ ー ン ド 」 は 画 力 が 高く 、 絵 
に も 説得 力 が あり まし た 。 さ ら に 平面 か の ら だ け で は な く 様々 な 
アン グル か ら 描 く こ と で 了 臨場 感 を 出し て お り 、 こ れ は モノ を 注 
意 深く 見 て いな いと で き な い こと だ な … と 感心 し まし た 。 観察 
力 を 養う こと で 構造 を 理解 する こと が で きる 。 皆 さん も 今後 ぜ 
び 意 識 し て ほし いで す 。 
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て 創造 され た 魔物 。「 フ ィ ー ン 
ド 」 と 呼ば れる その 生命 体 は 、( 
戦争 に 投入 され 、 そ し て 姿 を 消 
し た 。 や が て 終戦 を 迎え 、 の ど 


か な 生活 を 取り 戻し た 村 に 、 不 3 
租 な 空気 が 漂う 。 フ ィ ー ン ド の 


姿 を 知る 者 は 、 誰 も いな い 。 > 
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店 募 総数 


連載 作品 で も 読み 切り で も 投稿 作 で も 、 読 者 に 「 続 き が 読み た い !」 
と 思っ て も ら う こと は と て も 重要 で す 。 そ う 思 っ て も ら っ て 初め て マ 
ン ガ は 連載 が 可能 に な り 、 商 業 化 が 可能 に な り ま す 。 「 続 き が 読み 
た い !」 と いう 情動 は ふた つの 気持 ち に 由来 し ます 。 ひ と つ は 「 登 場 
人 物 の その 後 の 変化 が 気 に な る 」 気持 ち 。 も う ひ と つ は 「 人 物 同士 
の 関係 性 の 変化 が 気 に な る 」 気持 ち で す 。 両 方 の 変化 を 読者 に 気 
に か け て も ら え た ら 、 そ の 作品 は 大 成功 で す 。 今 回 の 大 賞 受賞 作 
「 フ ィ ー ン ド 」 は その 点 、 ふた り の 重要 な 登場 人 物 そ れ ぞ れ の 変化 と 
今後 の 関係 性 の 変化 が 、 微 細 で あり な が ら 物 凄く 気 に な り ます 。 

大 賞 に ふさ わし い 作 品 、 今 号 掲載 で す の で ぜひ お 読み くだ さい 。 
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彼女 を 敵視 する 羽 良 と 出会う 。 


バー チャ ル 空 間 で 目覚 め る 。 紗 樹 の 意識 と 共に 、 自 由 
。SF 感 動作 。 


な 創造 生活 を 送る が … 


| あす (2 め 
上 の 予備 校 に 


年 76 壇 読む 人 を 楽し ませ る 作 
品 を 描け る よう 、 も っ と 頑張 り ます ! あり が 
と う ご ざ いま し た 。 


教師 の 稲村 は 今日 お 見 合 
い を する 。 それ 以外 何 も 変 わら な い は ず な の 
に 、「 い つも と 條 う 」 と 生徒 の 佐藤 が 声 を か け 
て きた 。 


ペー ジ 数 と ① 上 限 無し 。② 以 

は 2 編 以 上 で 応募 。③4 コ マ 漫画 は 10 本 以上 で 応募 。 

(④ オ ー ル カラ ー 漫 画 は 4 の 倍数 と な る ペー ジ 数 で 、 か つ 32 
ペー ジ 以 下 。4 ま た は 8 ペー ジ の 作品 は 2 編 以 上 で 応募 。 
作品 数 と ひと り 何 本 で も 可 。 た だ し 商業 誌 末 発表 の も の に 
限る 。 同 人 誌 や 個人 サイ ト な ど で 発 表し た 事 が ある 作品 の 場 
合 は 、 そ の 旨 を 明記 し て お いて くだ さい 。 

原稿 の 寸法 上 B4 サ イズ の 漫画 原稿 用 紙 に タテ 270 ミ リ 、 ヨ 
コ 180 ミ リ の 基本 枠 で 描き 、 周 | リ 以 上 の 余白 を 取っ 
て くだ さい 。 画 材 店 で 売っ て いる B4 漫 画 原稿 用 紙 は ほとん ど 
が この 寸法 で す 。 

画材 白黒 原稿 は 黒 イン ク か 墨汁 で 描い て くだ さい 。 カ ラー 
の 場合 、 画 材 は 自由 。 白 黒 -・ カ ラー いずれ で も 吹き 出し 内 の セ 
リフ や モノ ロー グ な どの 文字 は 濃い 鉛筆 書き 。 絵 の 上 に モノ 
ロー グ な どの 文字 が 載る 場合 は 、 絵 の 上 を トレ ー シ ン グ ペ ー パ 
ー で 竹 い 、 そ こ に 濃い 鉛筆 書き 。 ト レー シン グ ペ ー パ ー を 貼る 
際 に 、 絵 の 上 に テー プ を 貼ら な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 
デジ タル 原稿 の 場合 の 注意 と B4 サ イズ で の プリ ント アウ ト を 


ー 類 は 友 を 呼ぶ ー] 


さか も と た ろう < ん 


坂本 太郎 君 神奈 川 県 ・21 歳 


作 者 - 旧 有 2 が ” 辿 を 頂け て 光栄 で す 。 


次 は 妙義 山 の よ うな 猛々 し い 語 を 作り た い 
0 


お 互い の 作っ た 「 物 語 」 を 批 


評 し 人 う 小学 生 の 男女 。 ち ょ っ ぴり ませ た 2 人 
の 友情 スケ ッ チ 。 


必ず 同封 し て くだ さい 。 デー タ は レイ ヤー 統合 済み の PSD ま 
た は TIFF 形 式 で 、 出 力 時 に 漫画 原稿 用 紙 の 規格 に 合っ て 
いる 寸法 で 作成 の こと 。 解像度 は モノ クロ 2 値 は 600dpi 以 
上 、 カ ラー 原稿 は 350dpi 以 上 。 グ レー スケ ー ル で の デー タ 作 
成 は 推奨 し て いま せん 。 吹き 出し 内 や モノ ロー グ の 文字 が 入 
つた デー タ と 、 そ れ ら の 文字 が 入っ て いな い デ ー タ の 二 種類 を 
ご 用 意 く だ さい 。 応募 メデ ィ ア は 、USB メ モリ ー、CD-R、DVD 
-H の いずれ か 。 

結果 発表 と" 19 年 7 月 25 日 発売 の アフ タ ヌ ー ン 9 月 号 及び 、 
” 19 年 8 月 7 日 発売 の good! ア フタ ヌー ン 9 号 で 発表 . 


の 最終 ペー ジ の 裏面 に 住所 、 氏 
名 、 年 齢 (生年 月 日 も お 書き くだ さい )、 職 業 、 電 話 番号 、 作 品 
の タイ トル と 総 ペ ー ジ 数 、 ペ ン ネ ー ム (ある 場合 の み ) 略歴 、 
四季 賞 を どこ で 知っ た か 、 四 季 賞 に 応募 し よう と 思っ た 理由 
を 明記 し て くだ さい 。 商 業 誌 へ の 掲載 歴 が ある 方 は 、 そ の 雑 
誌 名 、 作 品 タイ トル 、 掲 載 年 月 日 も 記入 し て くだ さい 。② 各 


「 診 線 遼 」 
登坂 が け 生 部 2 
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| 作者 コメ ソト Pk の EE:r=E3 
詰め て 描い た 作品 で 賞 を いた だ け て と て 
も 嬉し いで す 。 こ れ か ら も 頑張 り ます ! 

没落 し か け の 鍵 局 で 慎 り を 
感じ な が ら 働 音 飛 。 洛 と の 出 会 
い が 蒼 飛 の 義 心 を 呼び 覚ます 。 


ペー ジ 番 号 を 必ず 振っ て くだ さい 。③ 封 筒 の 表書き 

「 ア フタ ヌー ン 四 季 賞 2019 年 夏 の コン テス ト 応募 原稿 在 

中 」 と 赤 で 表記 し て くだ さい 。④ 応 募 方 法 は 郵送 、 宅 配 便 、 持 

ち 込 み 、web 投 稿 いずれ も 可 。 す べ て 同じ 基準 で 選考 し ます 。 
その 他 と 


① 応 募 原稿 の 返却 を ご 希望 の 方 は 、 必 ず お 戻し 先 ま で の 
郵送 に 必要 な 額 の 切手 を 貼り 付け た 返却 用 封筒 同封 
し て くだ さい 。 宛先 不明 等 に より 返却 不能 な 場合 は 、 一 定 
期間 保管 の 後 、 処 分 さす て いた だ く こ と も あり ます 。 返 却 
不要 の 場合 、 そ の 旨 を 明記 し て くだ さい 。 
②web 投 稿 で ご 応募 いた だ いた 方 は 原稿 返却 の プロ セス が な い 
た め 、 最 終 候補 作 と な っ た 方 に の み ご 連絡 を いた し ます 。③ 入 貧し 
た 作品 の 雑誌 掲載 権 、web 掲 載 権 、 単 行 本 の 出版 権 は 講談 社 に 
帰属 し ます 。 佳 作 以上 は アフ タ に 
す 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 じ 1 
人 賞 ( 紙 媒体 に 限り ませ ん ) する 事 は ご 遠慮 くだ さい 。 


問い 合わ せ 先 … 電 話 03-5395-3463.( 編 集 部 直通 ) 


選考 幸村 誠 氏 お よび アフ タ ヌ ー ン 編集 部 
web 応 募 は こち ら ! http://afternoon.moae.jp/award/ 


人 際 EAAe03-5395.3463 


由 不在 の 場合 は お か け 直 し くだ さい 。 


| 選考 会 で 選考 委員 ・ 藤 島 康 介 氏 か ら 


伺っ た 貴重 な アド バイ ス を ご 紹介 ! 


実際 の 投稿 作品 を 基 に 解説 し ます 。 


今回 の 四季 賞 は 、 プ ロ を 目指 す 意 思 を 感じ る 、「 読 ませ 


表現 カカ アップ で 次 の ステ ー ジ へ GO! 


る 作品 」 が 多く 投稿 され て いる 良い 


回 で し た 。 そ の 一 方 で 、 画 面 の レイ アウ ト や 背景 を 含め て の 作画 で 苦し ん で いる 印象 を 受 


けた 作品 が 何 本 か あり まし た 。 作 中 で 描か れる も の 全 
ある べき で す 。 な ん と な く の 究 囲 気 で 作画 する の で は 


て に 、 な ん ら か の 意味 役割 機能 が 
な く 、 意 図 を 込め て 作画 する よう 意 


識 し て くだ さい 。 作 者 の 「 好 き な も の 」 を 読者 に し っ か り 伝え る た め に 、 必 要 な 技術 を 鍛え 
まし ょ う 。 そ の 技術 は 、 デ ッ サ ン よ り も 前 段階 の 物 を 見 る 技術 、「 観 穴 力 」 で す 。 


まず は 描き た いも の を 、 ち ゃ ん と 見 て いな か っ た と 認識 する の 
が スタ ー ト で す 。 様 々 な 角度 や 高 さか ら 注 意 深く 観察 し こみ て くだ さい 。 
今 は 、 ス マ ホ や デジ カメ と いっ た 便利 な 道具 が ある の で 、 画 角 を 変え て どん ど 
ん 撮影 し て お く と 良い 参考 資料 に な り ま す 。 観 察し た 上 で 、「 な ん で 、 そ の 形 
を し て いる の か が ?」 と 考え て みて くだ さい 。 機能 を 理解 する こと に よっ て 、 描 
寺 た い 物 の 構造 を 理解 する こと が で きる は ず で す 。 観 察 や 撮影 が 難し い 場 合 
で も 、 頭 の 中 で 想像 する こと も 有効 で す 。 


作品 鮨 音 ご 、 作 者 四 齋 剛 を 学 小 。. 


漫画 、 映 画 、 ア ニ メ を 漫然と 観る の は 勿体 無い で す 。 作 品 内 で 描 
か れ て いる も の は 全て 、 そ の 作品 を 構成 し て いる パー ツ で す 。 も の を 観察 する 
の と 同様 に 、 他 作品 を 観察 し こみ まし ょ よう 。 僕 は 、「 な ん で 、 こ の 画 角 に し た の か 
な ?」「 こ の カッ ト 割 り の 意図 は 何だ ろう ?」 と 意識 し な が ら 観 て いま す 。 作 者 の 意 
図 を 読み 取る こと が で きる 情報 は 、 作 品 の いた る と ころ に あり ます 。 自 分 の 描き 
た い 物 を 描く た め に 、 他 作品 の 演出 を 学ぶ の は 有益 で す 。 通 常 と 違う 視点 か ら 
の 絵 を 描く 必要 が 出 た 時 、 物 の 構造 を 理解 で き て いれ ば 描く こと が で きま す 。 
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観察 する た め に 重要 な こと は 、 観 察 対象 へ の 愛情 を 持 
つこ と だ と 思い ます 。「 好 き な も の 」 を 細部 まで 観察 する の は 、 ど れ 
だ けし て も 苦痛 で は な い は ず 。 自分 が 何 に 興味 が ある の か を 、 意 識 
し て みて くだ さい 。 あ な た の 「 描 きた いも の 」 を 、 愛 情 を こめ て 銀 察 し 
まし ょ う 。 「 好 き 」 が 、 あ な た の 作品 の 説得 力 を 向上 させ て くれ ます 。 


ofiBn 革 と 時 庄 埋 きき mm 古 ③ 
に: 胃 ANSal 上 3 


ざ 


※JG 半 呈 き いて いふ へ 生じ し セ “ 郁 坦 G べ 回 ・ 因 療 ・ 志 滞 直 きせ | 以 写 上 殖 で や で " 


NAK 一 A 思 人 六 
Qーーe 叶 GHQNKー 


還 相 部 況 紋 和 


が 562 シッ 四季 大 賞 を ke 


ブ ィ ー ン ド 


四季 賞 初 挑戦 で 大 賞 ! 期待 ふく らむ 新鋭 の 登場 ! 


ン ョ ソ 


中 受 滞 且 納 ・ 池 時 層 備 : さ 吉 G 旧 京 ざ きこ いこ UN Ya Eo ゴマ に Tp ぷと て 著 k 


いさ Cm っ 革 ぶ 午 いひ へ くき 束 き まで 舌 す と の つ 半 半 N* ポ いい S 束 出 壮 黄 の SS ぎす 愛 。 ら 届 」 


審 江 陸 さ りつ の 
で の so66 っ 2 
の 8 1 hi な こ を で 

肢 和 革 つり 瓶 つ お ね ン ロ 


四季 大 賞 


導 岡 の 弟 い し お 
民 Q 幅 忌 


放 識 | アフ ジヌ ー ン 四季 賞 2018 年 


倫 参 その コン テス ト 


が 合 で 33 
= 画 半 中 
た に で っ に ペー マル ここ 


に の さき 全 電 ささ G 鞭 革 
QA2J 代 肘 定 り ぶ ン "に 朋 如 一 一 " 


EAI 


ご 弟 い 


人 る 


組 り 「 映 票 ] 


ぃ ン 


補 


いし お 


で 


うっ り 


Or こい くま いい] 


[IN マー 


3 と | 避 


由 い お りら 
つや 心 


っ で 5 四 憶 く 
4 
つ お ぶつ っ で な 


お で お ー 回 や 
田岡 ぐ 夫 凍 中 
の 填 前 め 4 
め 包 お つづ 公 


中 先 和 3 お に 4 ご 14 

咽 お 思 28 飼 で お お で 

り けり で 0 本 | SS で 公 固 折っ 語 

の zoS で お で 

[史記 全 かぐ 叶 

っ っ 余 中 や 忘 公 和 

唄 ウ ン 因 人 め う 間 

中 玉 固 芯 G 


稚 肝 


きぐ 拓 っ 2 


療 只 合っ 


" る 『 


2 
2 
2 
う 


人 S で SG 史 骨 壁 
6 で 
玲 足 公 圭 @ 骨 ミ さい ン ン 
We 」 で で いで 
や つや 愉 全 
YNKSM さ 謎 中 


8 畠 電 旬 考 
信 3 を と ュ 3 ひ を き まさ へ へ る 
の を る ミ シ 


こい お で 1 
4 」 日 骨 の 人 且 せ 
る 
画 ン で 人 陸 0kNe を M 


JJ26 | 上 | 


回 由 令 

江 世 皿 G ぷ っ 句 忌 
押 移 飲 で 約 で やら ゃ の 
時 v@ の 8 やら つる 


と 


S 
nwQ 併 


聞 言 
か っ 
な て 
くる 
て ん 
だ 
け 
必 


記 / すさ へ 専 へ と 古き へ 


LIN いさ うこ お ・ い 】 


ざさ rew ご きき 


636 


nn 
中 | 


Til 


ー ン 災 rtrrErY 
ら 拓 Merf で 州 て 人 信 ri 罰 O 選 DTC 水圧 


8 り 涙 (r 寺 装 同 量 SE は el9H ご 中 別 と と は 大 紙 人 QS 光 舌 


共 


AvG 揚 構 いり っ で wmn 


握 過 AAS ひ おら 求 遇 つ お で 守 の 
こそ こよ つら 


AN3O 
祥 で 全員 
つり お で た es・ 


四季 大 賞 


叶 
0O 
ら 
sl 
禄 
帆 
回 
0 
6 
NN 
h 


の コン テス ト 


っ リリ) いつ 
LE と の シン 講 | ASvemG 
1 と 峯 題 者 避 宮 
で か で まい の が 周 田 認 っ の 
ES : 赴 GN マ エー ハ を 5 長き っ ちる) 
ここ だこ ちゃ 嘱 選 


HH ささ G 携 叶 


で 


64S 


3 


638 


JQ 定 G 思 シン ロ 


P ゃ Mx いつ 
GS「N 色 ]8 一 【 _ ぅ 4 お Gt 
べ G 尼 半 め と と | 
1 より セ KQG で わ の を GT「N マ ーー へ 和 を] 公 
Cc っ て で お 膨 田 


いひ い ン で 且 お 
性 坦 お で おち 


IN マー へ を 」 沈 
話 へ G 公 打 性 
SS で お GS 


ae いた の いた) 
H SG 並び 

器 講 NMv で 計 掘 昭 余 
St@ で ちさ っ つ 


界 め 過 ぶ eto 


^ ン ひろ 


IS 


に だ っ 


ン Ay で 8 忌 

必 和 ーー ベ 

時 凌 全 衛 G 所 の 
肖 り te@ で 6G 避 


い ドド 
ーー 
還 Lata 語 


本 本 


1 


Eu の 


ggF リ つ 集 > 
間 渓 wyo だ 2 


門 で 計っ や 心 8Y 
い ン さり っ ぃ 9 


人 マー ハー36 
29 り りく 選 で お 一 


Av で ざ 柱 品 U 
へ が さこ と こい ) 
OR90 引 が 
朗 似 記 ン 6 ペン BN 
陳 つ ぶつ お お 梨 
2 っ の ろう 6 で ー: 


# ら 26 
記 ビ 詞 ぐ で 穫 喧 を 8 
レア 2 区 Po1 
池 療 公 品 < く 全 S 水 設 を 
つり 6 つ お ー 


計 路 昌 端 和 一 
明 由 人 と 
答 ら いび 


っ 合 AVx の ONV> の 
括 器 り 鹿 く myG 倒 
叶 生 多 玉 人 @G 冥 … 


ル SK る 半 人 
回生 期 革 等 


ドミ ソナ 
喘い 万 
2 を で お 


ウ 


644 


2 か 回 G 論 記 由 失 
Aco 打 PT 
つや 心 会 M 2 3 世 い が 2 いつ の 
4 を 9 だ さこ か そく 


四季 大 賞 


英 
の 
〇 
CN 
犯 
由 
加 
区 
AA 
N 


の コン テス ト 


ル kNK か HU さっ ) 


箇 家 を 記 
ET 


素 洒 お 選 人 へ 


6 he の 拉 
、 か 諾 中 


材 つ 篤い りお ちる 


記 半 遇 
SAKIM へ 
玉 べ つる 膨 ン 
きっ で らら 


に だ だ 】 
で S 押 つ っ 上 


求 お 査 旧 ぐ 


般 心 8 


] 回 * い eo つ うか 6 ら 
磐 い お 愉 ら SS 【 回 ひき この つら 


648 


四季 大 賞 


革 
の 
[の 】 
CN 
搬 
由 
回 
区 
AA 
N 
N 


用 その コン テス ト 


限 己 雇 SG 漠 心 介 
人 回 っ 
抵 吐 や ぃ @ 宙 民 


Av 愛 り のり G 店 8 
抽 つ 6 宮 選 S い の 


649 


Av で 6 古 
こい スバ だ コ 
の を ころ e・ 


ES 


2 


/x 多 多 


咽 画 凌 っ 償 
326 で が 選 
つ ソ ンマ ペー 


レコ 
ジジ 


NN 


尼 思 肖 界 : 了 還 G ご 拉 WTSN48 弥 也 =: 維 RE 反則 選 了 を K 


EE EE 


WT 中 中 や ShiME ほ 守 


Co 
IO 
5200 国有 8 


5 要 義 ラプ 上 部, ぞ ぐ ぞ ぐ ダク タル ルッ 


ピン / 
導 


ク 多 
レ 


seaeeeeper た 


| 
民 a 


本 人 聞 で で 生 


ES) 
こつ 


っ 引 包 避 


の に つ 


語 G 負 に 3 
| くり 揚 中 らく 
中 中 りや auto 
舞 直 人 い お 


36 


光 S お 25 


PAK ペ 一 


い 8 必 抽 票 尽 


= ダク ルッ 


よい HMV へ は 農 
S 江 還 半 で U 間 拉 癌 
F 電 C 改 衣 洒 潤 は 全 天 軍 


登 ざ と て 0 


< 二 
ク 
か 
り 


池 用 


SO 了 
S さ (rrw 貴 


忘 
れ 
3 
た 
わ 


5 「 そ は のぶ 区 
ン 吾 Sm ぶ 二 」 


逃 と 
げ っ 
る と 
べ と 
き 尻 
だ 尾 
っ 巻 
た 


パン 


還 帳 編 い 〇 コ の 革 了 馬 GH ハ IN ト K 世 己 際 也 お や お 甘 一 《 さ へ ヽ p 才 泡 握 一 ) 


で 避 8 時 0 で 


1 で 6 
陵 り っ っ ce・ 


e> 


ズ 配 の を さろ いび ウ 
長い いい | 亜 
っ お で ぐら つき 


FN 2 : Re お 


弄り や て し 内 
杏 で や お 公 さ  / [ 電 
8 ょ 6 [で 避 … 


所 殿 や 尼 忠 や 
政 っ 


円 選 G 余 来 


の を 8 っ 


多加 付 思 IN ロー、S ググ 
回 錠 季 ・JH ふ 2 吉 当 衝 
つづ を AS 呈 千 旬 愛 一 


… り 6 貼 倒 押 咽 く 


下 20s6 う 再 いひ GO 3 


回 垢 信 [トーハン] 
過 いび い 長 い お GSS 末 
(WS MA 


悪 下 つね 6 ぐ 
お で お 人 
補 や 人 有 S 


ず ク ルッ 


メー ニケ フン 77 ニッ ッ 7 グ 7 


メー ミヤ レモ 迄 へ を いじ 性 * 


PR 


2 
り G 由 23! 


xseaeksus 剛 下 CN 回 剖 い に 


較 守 宮 NGE む っ hbN 還 し 軸 四 き 


s https://eq.kds.jp/kmail/ 


柱 り で 心 び や 
い 選 且 


人 S 罰 公有 で 知 で 
いい na 

諾 組 目 四 

ズ 避 つ き 珈 中 


や っ 知っ 
必 患 xeGS 
「 介 時 9 で ] 


lllllllllllldddllllllllllllldvo RNN 


ホー ふ て 鐵 作 や 坊 nA ハ ホ ーー テ IJAGGT1 先 民 ロ ー ン 人 て ・ 


RNN 


並 本 祥 パ ー 


憧 誕 和 で 全 
く へ ぐ 押 つく で 
ら ー セ 


や あおい りら 


pt 
記 計 
LE 
EF 


人 


SE まこ Se まい 
虹 由 豆 QG 軌 導 


到 い せ 頑 氏 理 G 論 り 
口 幼生 ご 皿 十 記 
つ 刀 や で 0 で 妨 


記 べ 刀 Q 斑 
旦 の つ で 公 
SIIKP ま = 
換 豆 掴 9 選 層 さ 区 ド N 


WWG 選 | 朋 ) 
[「N エ ーー ハー]G 
喘 員 会 更 Q 十 会 Me 
ト 1J3J) お SS 公 で 0G で 


